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H29.9.7 15：50～16：20（20min）



【機密性２】
本日のポイント

① テーマ設定型NETIS
NETISの評価システム・テーマ設定型の特長、客観的な評価が何故必要か？

② ユースケースの明確化
ユースケースとは？達成度に応じ技術を活かす使い方、シーズとニーズの最適
マッチング。

③ リクワイアメントと検証手法
ユースケース毎に必要となる性能要求、適用条件に絞って技術を評価することが
重要、評価手法の標準化について

④ 社会実装に向けて必要なこと
突破口となる導入事例創出、できるところから段階的に導入、導入活動の継続

⑤ SIPインフラの意義
パブリック特有のアプローチ（良いだけでは実用化できない）、開発成果だけに止
まらない価値（後発技術、技術開発が続くこと）、評価手法の標準化と技術認証に
よる普及の枠組みを残すこと。
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【機密性２】①新技術活用システム（テーマ設定型（認定タイプ（H29～））の試行）

民間事業者等により開発された有用な新技術を公共工事等において積極的に活用・評価し、技術開発
を促進していくための新技術活用システム（平成13年度より運用）において、点検ロボット等の現場活用
を迅速化するため“テーマ設定型”を活用し試行結果に基づく技術の評価認定の試行に取り組む。

活用 事後評価
新技術データベース
『ＮＥＴＩＳ』
Web上で情報提供
http://www.netis.mlit.go.jp 技術の成立性や活

用効果等を5件以上
の活用結果に基づ
き評価

直轄工事等において、施
工条件等に適した新技術
を活用

登録
公共工事等に関する、
実用化された技術を
申請、登録

・年間約4,700件（45%)の
直轄工事で活用
・活用延べ新技術数は、年
間約15,000技術

各地方整備局技術事
務所等にて受付

更
な
る
技
術
の
開
発
・改
良

技
術
開
発
成
果
（
有
用
な
技
術
）の
普
及

技
術
の
開
発
・実
用
化

NETIS
（申請情報）
約3,400件

ＮＥＴＩＳ
（評価情報）
約1,500件

有
用
な
技
術
の
積
極
的
な
活
用

技術のスパイラルアップ

公共工事等における新技術活用システム

テ
ー
マ
設
定

試
行
調
査

評
価
・認
定

現場活用を迅速化する取組の強化（H29から）

公
募

直
轄
工
事
等
に
お
け
る
現
場

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定

迅速化

適
合
性
の
検
証

適
合
技
術
の
選
別

【橋梁部会の役割】
橋梁点検技術（ロボット等）に対する
①使い方（ユースケース）、②性能要
求（リクワイアメント）を提示
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【機密性２】
②リクワイアメント（性能要求）とユースケース（利用場面）について

リクワイヤメント
特定の利用方法においてロボット
が要求されるべき性能
【考慮すべき事項】
①必要な性能要件は全て定量化する
こと。

②検証、評価可能な指標であること。
③適用範囲を示せること。

リクワイアメントへの適合認定
検証結果がリクワイアメントを満足する
場合に以下を明示し認定する。
【認定項目】
①認定対象となるユースケース
②リクワイアメント適合の認定根拠となる性
能値

③適用範囲（対象部材、環境、使用条件等）

ユースケース
点検におけるロボットの利用場面
【考慮すべき事項】
①管理者（国、自治体等）により点検内
容が異なる（点検要領への適合性）。

②想定する技術レベルにより適用範囲
が異なる（技術的実現性）。

③点検対象の構造特性、環境、重要度
により利用効果が異なる（点検作業
の制約条件）。

検証結果（評価案）
ユースケースが想定する運用条件にお
いて客観的に検証し確認された性能
【評価で考慮すべき事項】
①必要な性能要件が全て検証されていること。
②性能要件に対応した指標で性能が定量化
されていること。

③適用条件が記録され再現性が担保される
こと。

１．「管理者ニーズ」と「技術水準」を踏
まえ実導入を前提に目標を設定

２．実現場での試行により性能を検証

３．管理責任を踏まえた適合認定
～リクワイアメント毎に判断～
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【機密性２】

飛行型

②ユースケースの明確化（様々なロボットの存在）

《橋梁点検ロボットの利用場面》

懸架型

吸着型
ポール型

クローラー型



【機密性２】
②橋梁定期点検（直轄）におけるロボットの利用場面
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【機密性２】
③リクワイアメント（性能要求）と検証手法について

リクワイヤメント
特定の利用方法においてロボット
が要求されるべき性能
【考慮すべき事項】
①必要な性能要件は全て定量化する
こと。

②検証、評価可能な指標であること。
③適用範囲を示せること。

リクワイアメントへの適合認定
検証結果がリクワイアメントを満足する
場合に以下を明示し認定する。
【認定項目】
①認定対象となるユースケース
②リクワイアメント適合の認定根拠となる性
能値

③適用範囲（対象部材、環境、使用条件等）

ユースケース
点検におけるロボットの利用場面
【考慮すべき事項】
①管理者（国、自治体等）により点検内
容が異なる（点検要領への適合性）。

②想定する技術レベルにより適用範囲
が異なる（技術的実現性）。

③点検対象の構造特性、環境、重要度
により利用効果が異なる（点検作業
の制約条件）。

検証結果（評価案）
ユースケースが想定する運用条件にお
いて客観的に検証し確認された性能
【評価で考慮すべき事項】
①必要な性能要件が全て検証されていること。
②性能要件に対応した指標で性能が定量化
されていること。

③適用条件が記録され再現性が担保される
こと。

１．「管理者ニーズ」と「技術水準」を踏
まえ実導入を前提に目標を設定

２．実現場での試行により性能を検証

３．管理責任を踏まえた適合認定
～リクワイアメント毎に判断～
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【機密性２】
③点検記録におけるロボットの利用場面／評価項目

評価項目 評価指標

精度

損傷写真の記録 点検員がロボットにより取得した損傷画像から「損
傷程度の評価」の評価区分を適切に判読できる精
度を有しているか

判読可能率

損傷写真の整理 損傷写真に写真番号、径間番号、部材名、要素番
号、損傷の種類を自動で整理できる機能を有する。

機能の有無

損傷図の作成支
援

取得した損傷データに基づき、損傷図を自動作成
できるか。「損傷程度の評価区分の記載」は評価の
対象外とする

検出率
的中率

損傷程度の評価
区分の自動判別

ロボットにより判別した損傷種類、損傷程度の評価
区分が、点検者が近接目視により実施した評価区
分と一致するか

正解率

効率性 作業時間の短縮 ロボットを導入したことによる作業時間の短縮 時間短縮率

経済性

コスト縮減
（外業）

ロボットを導入したことによるコスト（外業）の縮減 コスト縮減率

コスト縮減
（内業）

ロボットを導入したことによるコスト（内業）の縮減
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【機密性２】

9

SIP開発技術の検証とNETIS認定に関わるロードマップ（平成２９年度）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

SIPから
抽出された技

術

SIPインフラから
先行１０テーマ選出
・点検・モニタリン

グ技術
・ロボット技術

点検記録
作成支援技術

SIPインフラから
先行２テーマを選出
（３年終了テーマ）

コンクリート構造
の非破壊検査技術

NETIS評価会議維持管理委員会

利用場面、目標設定の
妥当性検討

現場検証
検証結果
の整理

現場
選定

試行的導入
（現場での
試験）

要求
性能
設定

評
価

現場
選定

評
価

現場での試
験

公
募

応募期間 選
定現場選定

NETIS評価会議で実施

全
体
と
り
ま
と
め

評
価

公
募

選
定

現場での試験
応募
期間

現場
選定

※前年度に
本部会で評

価

NETIS評価会議で実施

平成３０年度の
点検業務からの
導入を目指す

④ 社会実装に向けて必要なこと（取組の継続が重要）
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④ 世界トップレベルのロボット利用社会実現に向けて

様々なタイプのロボットが提案されている。その特長とニ
ーズに応じて、最適な利用方法を提案することが必要。

人を完全に代替するまでには、時間がかかる。先ずは、生
産性を高める具体的な利用方法(業務手順）を提示すべき
（性能の向上に応じ、段階的にロボットの役割を増加）。

ロボット点検では、点検記録を電子データで取得するた
め、データの位置合わせ等・納品成果調製に係る内業
の効率化が、点検業務の生産性向上には不可欠。

3次元化可能な点検データの電子納品仕様、自動解
析（AI等の利活用）を前提とした標準化など、ロボット
導入環境の整備が必要。



【機密性２】
AI・ロボット点検に期待される新たな仕事のスタイル

設計 建設 維持管理 リニューアル

ロボット点検

損傷の検出

評価と分析

総合的な診断

補修

AI による支援

3次元情報での管理

作業の高速化

省力化

• 点群データ
• ﾚｰｻﾞｰ
• 写真

(損傷データ) 

クラウド活用

データ蓄積

遠隔地からの支援



【機密性２】

UAVが撮影した大量の写真をAIの支援により整理し
た3次元モデルに損傷写真をリンク。

ロボット・AIによる点検の未来像
損傷の拡大写真

遠隔地から技術者による点検支援



【機密性２】

④AI・ロボット等革新的技術のインフラ分野への導入

● 先行的に人工知能・ロボット等の革新的技術を、老朽化対策が急がれるインフラの点検作業など
公物管理において導入を図る。

● ﾛﾎﾞｯﾄによる点検にAIによる変状検知機能を組み合わせ、「人手」行う必要のある 「診断」箇所を
絞る（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）などにより、現状より格段に効率的な公物管理を実現。

③記録①点検作業

現行手順

目視等の人手による点検等

①ﾛﾎﾞｯﾄによる点検 ⑤点検・診断結果の蓄積

損傷区分の自動判別
を行うＡＩのｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

点検写真の整理の自動化
3Dﾓﾃﾞﾙ上での損傷図示

打音・目視での診
断行為の支援

人手による帳票整理

④専門家による診断③点検調書の自動化

現地でロボットが、
大量の点検画像を取得

専門家による目視での診断

3Dﾓﾃﾞﾙ上の正確な位置に、
写真と診断結果を蓄積

現地での点検作業（撮
影・ｽｹｯﾁ）の省力化

内業のﾃﾞｰﾀ整理作業
の半自動化

診断前ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞや診
断行為後の内業での
ﾃﾞｰﾀ整理作業の省力化

紙によるﾃﾞｰﾀ納品の省
略と後利用可能な正確
な位置情報の保持

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの自動化技術に
より、点検作業（ﾁｮｰｷﾝｸﾞ
や計測など）の省力化

紙による記録を事務所・
作業所がデータ管理

②ＡIによるｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

めざす将来像

■疑義

■正常

■異状

②診断
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【機密性２】

教師データと評価

④インフラ点検におけるロボットAI社会実装のイメージ

データ収集
教師データの整備
AI解析結果の評価

土木技術者による
正しい判断の蓄積

評価／認証（評価データ）

収集

人工知能基幹技術

AIの利活用促進

点検ロボッ
ト

理研、産総研
AI開発者など

国交省 関係省庁・研究機関

膨大な現地データ 様々なインフラ

AI

産業界
（ICT企業、建設業など）

アルゴリズム
ディープラーニング

インフラ点検・施工管理等

研究開発段階

教師データの整備

社会実装段階

公開

公開
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【機密性２】

AIの開発促進

AI開発者

全国の管理者が
保有する点検記録

点検業務のフィールド

（補足）インフラ点検ロボット用AIの教師データの整備

教師データ

効率的な開発
早期実用化

公開

土木技術者による
正しい判断の蓄積

例：コンクリート表面の損傷写真
（クラック、W=0.1～0.45） 14

http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1680&bih=899&tbm=isch&tbnid=7elgUs6kZ4clmM:&imgrefurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/13.html&docid=Xrn9FXLdoflxiM&imgurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/images/13_01.jpg&w=3000&h=2250&ei=OEmuUondEcWrkgXL7oHQBg&zoom=1&ved=1t:3588,r:31,s:0,i:182&iact=rc&page=2&tbnh=175&tbnw=219&start=27&ndsp=34&tx=119&ty=93
http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1680&bih=899&tbm=isch&tbnid=7elgUs6kZ4clmM:&imgrefurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/13.html&docid=Xrn9FXLdoflxiM&imgurl=http://www.ndsinc.co.jp/bumon/images/13_01.jpg&w=3000&h=2250&ei=OEmuUondEcWrkgXL7oHQBg&zoom=1&ved=1t:3588,r:31,s:0,i:182&iact=rc&page=2&tbnh=175&tbnw=219&start=27&ndsp=34&tx=119&ty=93


【機密性２】

・ビジョンに従い新
しい技術を活用

・直感的

・革新を支持

・将来の可能性に
意欲

１３．５％

アーリーアダプター

（ビジョン先行派）

特
性

割
合

セ
グ
メ
ン
ト
名
称

・常に批判的

・いかにこの
セグメントを避
けて売り込む
かがポイント

・技術投資への価値を高
く評価していない

・価格に極めて敏感

・しかし、誰でも使える技
術になると一気に採用

・具体的なメリットが価格を
凌ぐかを重視

・分析的

・漸進的変化を支持

・現在の問題解決に意欲

・新しい技術は
必ず何かを改
善すると確信

・とにかく最新
のものに手を
出す

１６％３４％３４％２．５％

ラガード

（懐疑論者）

レイトマジョリティー

（保守主義者）

アーリーマジョリティー

（現実主義者）

イノベーター

（技術愛好者）

・ビジョンに従い新
しい技術を活用

・直感的

・革新を支持

・将来の可能性に
意欲

１３．５％

アーリーアダプター

（ビジョン先行派）

特
性

割
合

セ
グ
メ
ン
ト
名
称

・常に批判的

・いかにこの
セグメントを避
けて売り込む
かがポイント

・技術投資への価値を高
く評価していない

・価格に極めて敏感

・しかし、誰でも使える技
術になると一気に採用

・具体的なメリットが価格を
凌ぐかを重視

・分析的

・漸進的変化を支持

・現在の問題解決に意欲

・新しい技術は
必ず何かを改
善すると確信

・とにかく最新
のものに手を
出す

１６％３４％３４％２．５％

ラガード

（懐疑論者）

レイトマジョリティー

（保守主義者）

アーリーマジョリティー

（現実主義者）

イノベーター

（技術愛好者）

キ
ャ
ズ
ム
（溝
）

普及密度

キ
ャ
ズ
ム
（溝
）

普及密度

➄技術の導入と普及停滞のメカニズム
～どのように導入されるのか？ 何が普及を阻むのか？～

“テクノロジー導入ライフサイクル”

（※出典： J.ムーア著『Crossing the Chasm』 2002年）

【コミュニケーションの溝（価値観の違い）】

①感覚的な確信 vs 具体的なメリット
②将来の可能性 vs 現在の課題・コスト

導入推進派(16%) 導入慎重派(68%)

導入順序



新たな技術を育て、
豊かな社会を築きましょう！

ご静聴ありがとうございました。


